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水産業は 健康て豊かな日本型食生活を支える
・j産物を国民へ提供する食料供6産業と

しての役書

`を

過去 現在 未来において果た し続けることを期
待されてしlます

Ξ l荀県立高等水産研修所 よ これらの水産業を担
う幅広い視野と高度な技 i両

=]識
を備

えた中核l鯨業者の責成に取り担む,□でも数少ない専門機関です .

・J産業を志す意・・ あ′ふれる人々をお待ち
しております

まぐろ延楓

宮崎県立高等水産研修所の沿革をさかのぼる
と 昭和13年に設置された漁i頒場宮崎県水産謁習所

昭 和20年廃止いこ始まります.

昭和25年 4月 宮崎県這洋治業||=・Fに漁業実Б
者責成のための続習生制度発足

昭和26年4月 無線料を新たに設置

昭和45年4月 違洋漁業指導所絆習三十1度暁
止

宮崎県水産讃習所を設置

昭和47● 4月

宮崎県立高等水産1「に所と改称 養成部謁を充実強
イヒし 専攻科に前朝 後期 短期

議:2菫 書さl.て ぃる方や 一般県民[対象としたII修部門
を

'F設

言,,県高等水E研修FFに改]'高校卒業者等を対象とし
た専II■|を新設

定置調漁業

―‐
1

家

まさ網漁業
薫殖筆

平成 9■ 4月



■ 養成部門の体系
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機関分解組立作業 配電盤操作
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研修所でけ 航,実習等実銭力を重視した教育を行つており 漁業界から高い評価を
=て
います。ll l●所

の卒業生は 平成20年 度までて昭和 13年から20年 の漁民道1,の 卒業生を含めると 1 151名
IS45年 以降に限つても653名 )を数え 多くの卒業生が本県漁業界で活躍しています (40才未満
の綱含員の 5人に一人力̈ ア1ラ所の卒業生,H19年 調査 ).
また 5年から 10年程度鰤 |に栞船 した人の■に よ資格免許を活かし れ,,以外のl.mべ乗|.する先
輩もいることから 将来的に(よ活躍の1号を広 |することも可能です。
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年間スケシュール

入所式
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夏休み

県民漁業研修

体験入所

海洋訓練

外国人漁業研修

ガスアーク塔接霙置

R緑謁冒

|みやさ青丸 .
乗舶実習・ ■'.・

餡
′

●入所式
●肖い学技

“

談入校
●需線局見学
。□―フワーク実習
●釣 ,実薔
●水産試験場見学

●漁具実習
●
・t関実習
●海岸JI練
●水試|.別講五

01日 の流れ
600～

―

消防学校体験入餃

アーク浴技諦習

見

１
ヽ
柿

。う●

`き

軍ヽ1実普,.・

。嗜縄 トビ縄実習

740～ 8:00 830～
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漁業就業奮育成仰拠点
1教育の日標
水産業を取りきく諸嘔勢の変化の

`|で
時l●の要話に対応できる高F_な

知識と技術を偏えた澤業就業者の目成を行い 本県水産業の亜なる振興 発

展 [寄与し得る優秀な人,を言成します

2教育の内容
宝震制 (専政科生 ま特例あり,こよる共同生活を通して自立 し 協調性 責任懸を腱しヽます

一般教姜科自を始め 漁業・ t業晉として LI要な抗海 機関や漁業経室 資源管理等の専P]科目を習得します

水産試験場の漁業調自取綺舶 [みやざき丸1(平成 15年度崚I,こよる近海かつあ まぐろ鸞峯の航洞興目をはじめ 3
種実目を通して実践的に必要な知識や技術尋を習得します

水産業。漁村に関する生涯学習の拠点
既に漁業をされてしヽる方等の各種資格取信や外国人研修生に対す

る漁業謁習や先追■1,の営習及び県民のささんに漁業べの線しみと

理解を深めていたたくためのiF修を行う研修部門を設|すています

3教育体系 (コース :lli海 機関)

lll修内容

資倍取得研修
 |』 サ][[][:3:3景 調習  

な |
:=の免許 資侶取得のための研修

マリンスポーツ講習

県R漁晰 1●  1漁業体験研修謁習

第4級海上無緑通信士豊成議習

GO体曖学晉調習

リンスポーツ安全指導講習及び体騨研修

産一般研燿 ロープワーク言

塁 箋徒に対する海岸 漁業体験挙習

漁船通航技術に関する螂習

濤船機関運転技術に関する諦習

漁業技術に関する講習

先進技 ll研修  資源管理 情報処理 漁業経営謁習  既存漁業書の要望に応した民新技術の講習
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